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１．概要（Summary ） 

耐熱の構造材料などで広く使われる Ni 基合金にお

いてその耐酸化性向上目的で Cr を添加されることが

一般的である。一方、様々な環境で、第 3 元素により

耐酸化性が変化することが認めれている。例えば、合

成ガス環境での Cu は、耐酸化性を向上させることが

分かっているが、Cr を主成分とする保護性皮膜への

作用有無はよくわかっていない。本検討では、酸化環

境での Ni-Cr 合金に対する Cu の作用について検討し

た。真空チャンバーに 5x10-4Pa の O2 を導入した状

態で加熱し、酸化過程をＸＰＳ法を用いて観察した。

結果、Cr 挙動に及ぼす添加元素の効果を明らかとす

る目的で高温酸化の初期過程をＸＰＳ法を用いて検

討した。結果、Cu の表面偏析が、Cr、Ni の酸化被膜

成長と同時に進行すること、結果として、酸化初期に

限定される可能性はあるが、Cu 添加材の方で皮膜は

厚くなる傾向であり、Cu は O2 環境での Ni,Cr の初

期酸化を抑制しない傾向であることが確認された。今

後、さらに詳細に解析し、議論する。 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 

本研究は、耐熱材料などで広く使われている Ni 基
合金の各種高温酸化ガス環境中での酸化劣化挙動に

及ぼす添加元素の影響を調べ、高耐食材料の開発指針

を得ることを目的とする。 
Ni-5Cr および Ni-5Cr-2Cu 合金を 923K、O2分圧

5x10-4Pa の環境にさらし、その初期酸化挙動を

BL23SU 表面化学ステーションにおいて SR-XPS 法

で検討した。入射 X 線は 1486.6eV を使用し、光電子

取出し角 30 度で測定した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Ni-5Cr、Ni-5Cr-2Cu 合金は、室温において、O2

分圧 5x10-4Pa の条件で酸化した結果、Ni については、

NiO,CrについてはCr2O3に特徴的なスペクトルが得ら

れた。Cu については、いまのところ状態は定かではな

い。さらにスペクトルを詳細に解析し議論したい。 
923K に昇温する過程で、両試料とも NiO,Cr2O3 成

分が増加した。900 s の加熱では、Ni-5Cr 材では、Ni
の金属成分のスペクトルが認められたのに対して、

Ni-5Cr-2Cu 材では、Ni 金属成分は認められなかった。

一方、Cu2p3/2 ピークは、加熱中に金属成分が増加する

傾向を示した。これは、加熱中に表面偏析したことを意

味すると考えられる。Cu の表面偏析は進行するが、そ

の表面偏析は、本条件では、Cr、Ni の酸化には影響を

及ぼさない可能性が高いこと、また、Ni-5Cr-2Cu 合金

の方で Ni 金属成分が認められなくなったことに対して

も、Cu 偏析層の存在が指摘できる。さらに詳細に解析

することで、それらを明らかとしたい。今後さらに少佐

に解析をすすめ，観察された挙動について詳しく検討す

る。 
 
４．その他・特記事項（Others） 
なし 
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